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平成 22 年１月 31 日 

各      位 

会 社 名    アクモス株式会社 

代表者名    代表取締役社長 飯島秀幸 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード６８８８） 

問合せ先  

役職・氏名 執行役員 経営情報管理部長 中川智章 

（電話０３－５２１７－３１２１） 

 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 23年６月期第２四半期におきまして、下記の通り特別損失を計上する見込みとなりました。

併せまして、最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年 10 月 29 日に公表した平成 23 年６月期の第２四

半期累計期間(平成 22 年７月１日～平成 22年 12 月 31 日)の連結及び個別の業績予想を下記の通り

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１.特別損失の計上および内容 

(1) 特別損失の額 
 

(連結) 

    本社移転費用  26 百万円 

 

   (個別) 

    本社移転費用  10 百万円 

 

 

(2) 内容 

  当社及び連結子会社３社は、平成 22 年 10 月 29 日及び平成 22 年 12 月 14 日に発表の通り、

平成 22 年 12 月 27 日に本店を移転いたしました。平成 22 年 10 月 29 日の「本社移転に関する

お知らせ」では本店移転費用を連結で 15 百万円見込んでおりましたが、その後各社の固定資産

除却損、旧本店事務所の原状回復工事費用及びその他の諸費用を集計した結果、当初の見込み

を上回り、連結で 26 百万円、個別で 10 百万円の特別損失が発生する見込みとなりました。 

 

 

２．業績への影響 

  １．の通り、本店移転に伴い特別損失が見込まれることから、平成 23 年６月期第２四半期累

計期間の連結及び個別の業績予想を３．に記載の通り修正いたします。なお、通期の業績予想

への影響については、現在精査中でありますので、確定次第改めてお知らせいたします。 
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３．平成 23 年６月期 第２四半期 業績予想数値の修正 

 (1) 連結 第２四半期（累計）（平成 22 年７月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

     円 銭 

前回発表予想(Ａ) 1,600 23 25 1 10.31

今回発表予想(Ｂ) 1,579 20 24 △20 △212.53

増減額(Ｂ－Ａ) △21 △3 △1 △21 ― 

増 減 率(%) △1.3 △13.0 △4.0 ― ― 

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成22年6月期第2四半期) 
1,991 △109 △89 △26 △271.96

 

 

 (2) 個別 第２四半期（累計）（平成 22 年７月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

     円 銭 

前回発表予想(Ａ) 1,290 55 56 38 391.77

今回発表予想(Ｂ) 1,269 45 49 18 190.22

増減額(Ｂ－Ａ) △21 △10 △7 △20 ― 

増 減 率(%) △1.6 △18.2 △12.5 △52.6 ― 

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成22年6月期第2四半期) 
986 △12 5 78 812.84

 

 

 (3) 修正の理由 

①(連結) 

連結売上高はＩＴソリューション事業のうちシステム開発部門の売上の一部の計上が第３四

半期以降にずれ込むこととなったことにより、予想を 21 百万円下回る見込みとなりました。連

結営業利益、連結経常利益は、ほぼ予想通りに推移しており、連結営業利益は 20 百万円、また

連結経常利益は 24 百万円を見込んでおります。 

当期純利益については、上記１.でお知らせいたしました通り、特別損失として本社移転費用

26 百万円を計上する見込みとなったこともあり四半期純損失 20 百万円となる予定で、前回予想

を 21 百万円下回る見込みとなりました。 

通期の業績予想に付きましては、現在精査中でありますので、確定次第改めてお知らせいた

します。 

②(個別) 

個別の差異の理由に付きましては、連結の差異の理由と同様であります。 
 
 
 

(注) 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成ものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 
 
 
 
 

以    上 


